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既存のガラスデータを目的に応じて容易に活用できるように新たなデータベース（DB）の構築を図った。
同 DB には文献検索や実験状態図の取得機能があり，FactSage と連携することで，計算状態図の作成も可
能である。  
キーワード：マトリックスデータベース,実験状態図,計算状態図,CALPHAD 法, ニューラルネットワーク 
 
1.緒言 ガラス固化体の研究において，解析に用いられる測定値を数多く取得するには多大な人手と時間を
要する。よって，事前に既存データを活用し，また，理論計算等によってガラス固化体の状態を予想でき
る環境を整備する必要がある。このような観点から図１に示す DB（マトリックス DB）を新たに構築する。 

 

2.マトリックス DB の構築 
 (1) マトリックス DBの概要： 
マトリックス DB には，JAEA
が取得した各種ガラス固化体
の 物 性 値 に 係 る DB 
(WAGLAD) のほか，文献調
査や基盤研究において取得し
たデータも収納した。併せて学
習方法に誤差逆伝播法を用い
て認識率を高めたニューラル
ネットワークを構築し固化体
の粘性，密度，電気抵抗の推算
を可能とした。また，マトリッ
クス DB を通して，ガラスにか
かる文献検索や実験状態図を
取得することを目的として
WAGLAD とニューガラスフ
ォーラム(NGF)が保有する国
際ガラス DB（INTERGLAD）との連携を図った。さらにガラス固化体の計算状態図の作図が可能なよう
に FactSage とマトリックス DB との連携もできるようにした。  
(2) INTERGLAD との連携：INTERGLAD は 世界初のガラス組成・特性のファクト DB である。1991
年に NGF からリリースされ，以後，データの補充， システムの改良が継続的に進められ，30 万余件を超
えるガラスの特性データを収納する巨大な DB となっている。さらにガラス構造データベースも組み込ん
でおり，収納データをもとに組成からの特性予測，また新種ガラスの組成設計を試みることも可能である。
ここでは，既存のガラス固化体の情報探索や新たなガラス固化体の開発への適用性を期待してマトリック
ス DB と INTERGLAD との連携を行った。 
(3) FactSage との連携：FactSage は多成分系の熱力学的平衡状態を予測するソフトウェアである。密閉

系に置かれた物質をある温度・圧力にすると化学反応や相変化が起きる。FactSage は，系内が平衡状態に

達したときの物質の状態，化学式，及び存在量を予測できることから，マトリックス DB と FactSage を

連携することでガラス状態図の推算，溶融スラグ・ガラスの粘度の予測が可能となる。なお，文献調査に

おいて Gibbs 関数が見当たらなかった物質については，CALPHAD 法を用いて推算を行い，データの充実

を図っている。算出にあたっては，融体中の Gibbs 関数を表現した修正会合溶体モデルである G =ΣiG0ixi 
+RTΣixilnxi + exG を使用しており，作成した状態図が実際の現象を表現していることを確認している〔1〕 
 
3.結論：基盤研究の成果として，ガラス固化体に関する情報を取りまとめたマトリックス DB を構築した。
マトリックス DB には，ガラスの粘性，密度，電気抵抗の推算機能があり，さらに INTERGLAD や FactSage
とも連携しているため，今後，幅広い用途が期待できる。  
本研究は, 経済産業省資源エネルギー庁｢平成 30度放射性廃棄物の減容化に向けたｶﾞﾗｽ固化技術の基盤研究事業｣の成果の一部である。 
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図 1 マトリックス DB 概念図 
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